
初めて合唱を志す方へ  【1】楽譜の読み方 

 

ネット上に「移動ドで楽譜を読み、自分で歌えるように」なる為の分かりやすい解説が載っていましたのでここに掲

載します。出典は HN：Kokecola さんの次のサイトです。  

         

  http://music.geocities.jp/kurogomaetmikan/index.html  

 

シリーズものなので、関連部分だけを取り出し転記しました。内容の項目は次の通りです。 

 

① 前回までのまとめ          ⑦ この先の書き方 

② 「移動ド」で楽譜を読む       ⑧ 臨時記号への対応 

③ なぜ移動ドを使うか         ⑨ 蛇足：ダブルシャープ、ダブルフラットの意味  

④ 移動ド読みから初見演奏へ      ⑩ 高度な応用：相対読み（ある程度わかる人向け）  

⑤ 移動ドが効く理由          ⑪ 補足：移動ド～ドの位置の見つけ方  

⑥ 具体的な練習手順 

 

［ ①前回までのまとめ ］ 

 

前回までの話をまとめます。 

★１ 現代の音楽は１オクターブを１２分割した音列から作られる。  

★２ その中でも大部分の音楽は１２の音から７つを抜き出した「ドレミファソラシド」の音列から作られる（短調＝ラシド  

レミファソラはひとまずこの派生としておきます）。  

★３ 「◆○■○■■○■○■○■ ― ◆と■は弾く鍵盤（◆が「ド」に当たる音列の最初の鍵盤）、○は空ける鍵盤」の順で音  

を並べれば「白い鍵盤だけのハ長調」じゃない並びでも「ドレミファソラシド」に聞こえる。それは人の耳が「音の間

隔」を感じられるため。次のようなハシゴをイメージするとよい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使う鍵盤が水色、音列の開始の音が青。ハシゴの位置は鍵盤の種類分（１２段階）スライドできる。  

 

★ この配置の模様が一緒なら、音列のスタート位置（◆に当たる鍵盤）はどこでも良い。このスタート位置の違いとい

うのが調の違いで、選択肢は 12 種類ある。 
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 ［ ②「移動ド」で楽譜を読む ］ 

 

移動ドは楽譜の読み方のひとつです。 

上記のまとめにありますが「■○■○■■○■○■○■」（■は弾く鍵盤、○は空ける鍵盤）の規則に沿って音を並べれば、大抵  

の人はどの鍵盤から始めても「ドレミファソラシド」という音の列に聞こえると思います。スタート位置をどこにするか、と  

いうのがいわゆる「調」の違いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタートの音（長調の基音）が濃い青。使う鍵盤こそ違うが、上のマークを見ればわかるように同じ規則で並んでいる。  

 

移動ドというのはどの調であってもこのスタートの音を「ド」として読む方法です。今回は例として"ハ長調 "と"ホ長調 "を 

出していますが、もちろん１２種類どの鍵盤からでもスタートすることができます。  

 

※補足 短調＝ラシドレミファソラ の場合、音列で「ラ」に当たる音を「ド」と読む流派もあるらしいですが、このブログ

では長調と短調で読み方は区別せず長調の音列の最初を「ド」とする方法で説明します。  

 

 

 

 

 

 

 

ハ長調とホ長調の場合の例。上段が「固定ド（後述）」読み、下段が「移動ド」読み。  

 

 

［ ③なぜ移動ドを使うか ］ 
 

この移動ドの読み方をはじめて聞く方はなぜそんな読み方をするのか疑問に思うかもしれません。なぜなら、学校の音  

楽の授業で、あるいは小さい頃音楽教室に通った人は  

 

 

 

 

と教えられ、ずっとその読み方を）使ってきたからです。 

 

この音楽の授業で教わった読み方を「固定ド」といいます。「移動ド」は調に合わせて「ド」と呼ぶ鍵盤が移動するのに  

対し、「固定ド」は「ド」と呼ぶ鍵盤を固定しているからです。  

ではなぜ、その慣れ親しんだ読み方を使わずにあえて移動ドという読み方を使うのでしょうか。  

移動ド最大の特徴は、旋律の形が同じなら調が違っても読み方が一緒ということです。 

 



固定ドが個々の音の高さを１つずつ指定する読み方であるのに対し、移動ドは個々の音の高さではなく旋律の形を指  

定する（前の音から次の音への移動距離を指定する）読み方です。  

上の例で「ドレミファソラシドに聞こえる音列」を「ドレミファソラシド」と読むことからも類推できると思います。固定ドだと  

「ドレミファソラシドに聞こえる音列」でも調によって読み方が違いますね。  

絶対音感がない限り普通の人の耳には「音の絶対的な高さ」が分かりません。しかし「音の距離・旋律の形」を感知す  

る能力は誰もが持ち合わせているものなので移動ドが有効なのではないかと思われます。  

 

※註：「移動ド」と「固定ド」どっちが良いか…という議論がありますが、歌のように音符を頭の中で音に変換する必要

がある場合、音の間隔を利用した「移動ド」が有効に働くと思います。それに対して楽器など物理的な操作で音を奏で

る場合には「固定ド」が有効だと思います。楽器は調によって機構が変わる、ということがありませんので（楽器自体を

調に合わせた物に持ち替えるなどはありますが）。両方の読み方を理解して、自分で使い分けられるのが良いと思い

ます。 

 

 

［ ④移動ド読みから初見演奏へ ］ 

 

例として「赤とんぼ」に移動ドを適用してみます。次の譜例は２種類の調で書いた「赤とんぼ」の冒頭です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

五線の上に書いてあるのが固定ド読み、下に書いてあるのが移動ド読み。移動ド読みは同じメロディーならキーが違

っても読み方が一緒になる。 

移動ド読みと固定ド読みを比較してみて下さい。五線の上に書いてあるのが固定ド、下に書いてあるが移動ドです。 

「移動ド読みを楽譜に書くときどこの音符がドになるか」は別記事で補足を書きましたので参考にして下さい。 

 

鍵盤で弾いてみるとわかりますが、調は違っても同じメロディーですね。 

このように固定ドは同じ旋律でも調によって読み方が変わります。一方移動ドは調が違っても旋律が一緒であれば読 

み方が一緒です。 

 

 

［ ⑤移動ドが効く理由  ］ 

 

よほど臨時記号の多い厄介な曲でもない限り、大抵の旋律は ド・レ・ミ・ファ・ソ・ラ・シ・ドの７種類の音の組み

合わせからできています。赤とんぼの例だと「ソ↑ド」「ド↑レ」「レ↑ミ」「ミ↑ソ」etc...の組み合わせからできています

ね。 

移動ドで歌う練習を重ねると、これらの組み合わせ
[※1]
を体が覚えてきます。固定ド読みと違い、「同じ読み方なら距

離は同じ」ですからそうなればもうしめたもの、初見の楽譜でも「次の音へ移動する」こと、すなわち楽譜を見て歌

うことができるようになります。 

 

※１： この組み合わせは数学的に計算をするとけっこう数が多いのですが、徐々に感覚がつかめてきますのでそこ

まで心配する必要はないと思います。 
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［ ⑥具体的な練習手順   ］ 

 

はじめに移動ド読みを実践する場合、以下の手順を踏んで行うと良いでしょう。これに慣れてくると初見演奏も夢で

はありません。 

（１）楽譜に移動ドを書く 

本当に初歩のうちは楽譜に移動ドの読みを書いてもいいです。ただし最終的には読みを書かずとも頭の中に移動ドが 

浮かぶことが理想ですので、しくみが理解できたら書き込みは無くしてください（すごく大事！）。 

書き込み無しで読むのは初めのうちは難しいと思いますが、いつまでも書いているといつまでも読めないので、そこ

は後々のため…と頑張ってみてください。 

 

（２）移動ドで歌う 

最初に歌うときは歌詞ではなく移動ドのドレミで発音して歌います。上記の「赤とんぼ」なら「ソドドーーレミソド

ラソー…」と歌います。 

 

（３）歌詞にする 

移動ド読みで旋律の形が把握できたら、歌詞にします。 

 

以上の過程に慣れてくると移動ドを書くことはもちろん、移動ドの発音で歌うのも飛ばして「頭の中で移動ドを描き

なが以上の過程に慣れてくると移動ドを書くことはもちろん、移動ドの発音で歌うのも飛ばして「頭の中で移動ドを

描きながある程度の練習と慣れは必要ですが、誰にでもできます。 

 

 

［ ⑦この先の書き方   ］ 

 

以下、移動ド読みと固定ド読みが混在すると読みづらいので、固定で音名を指定するときはアルファベットで書きま

す。いわゆる固定ドのドラミファソラシド＝ＣＤＥＦＧＡＢＣ…というやつです。 

 

［ ⑧臨時記号への対応   ］ 

 

音楽では、調に含まれる７つの音以外の音も使うことがあります。いわゆる臨時記号です。この時は次のように感じ

るといいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

臨時記号の入る楽譜の例。 

 

「ドレミファソファソミ…」のように移動ド歌うときに♭♯は発音しなくていいですが、♯♭の付く音を歌う時は心の

中で感じておいて下さい。 

 

※補足：♯が付く音や♭が付く音の読み方を変える流派もありますが、覚える事は少ない方がいいと思いますの

で、このブログでは替えないでいきます。読みは一緒でも頭の中で♯や♭を意識してください。 

 

ところで上の移動ド読み、１箇所変じゃありませんか？１小節目、６番目のＡの音は付いている記号こそ「ナチュラ
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ル」ですが、ファ「♯」と読んでいます。答えは「デフォルトの音からの上下で考えるから」。 

 

例えばこの♭３つの調（変ホ長調＝Es-Dur）ではＡの音に最初から♭が付いてＡ♭になっています。つまり、このナ

チュラルは「デフォルトの音から」半音上げる役割をしているのですね。このように移動ドではデフォルトの音から 

半音下げる記号を「♭」と考えます。 

同様に、♯が付く調で「デフォルトで♯が付いている音」にナチュラルがあったらそれは「♭」と読んでください。 

 

 

［ ⑨蛇足：ダブルシャープ、ダブルフラットの意味   ］ 

 

よく「存在意義が分からない
[※2]
」と言われる記号にダブルシャープ、ダブルフラットがありますが、その存在意義も

移動ドがわかれば何となく分かるんじゃないでしょうか。 

 

＊２：例えばＦダブルシャープは無印のＧでいいじゃないか…と言う人がいます。 

 

大抵の場合デフォルトで♯になっている音を半音上げる時にダブルシャープ、デフォルトで♭になっている音を半音下

げ時にダブルフラットが使われます。ダブルシャープ・ダブルフラットも実質は「半音上げる・半音下げる」の役割

で使われるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

ダブルシャープとダブルフラットを使った譜面の例。ダブルシャープやダブルフラットも大抵の場合は「（デフ

ォルトの音から）半音上げる・半音下げる」働きで使われているので、実は「全音上げる・下げる」の働きをす

る事は少ない。 

 

［ ⑩高度な応用：相対読み（ある程度わかる人向け）   この項はスキップして構わない  ］ 

 

移動ドで楽譜を読むと、調性のある音楽は基本的に初見で歌うことが出来るようになります。しかし、臨時記号があ

まりに多かったり、長調・短調とは違う独特の旋法で書かれた音楽の場合は移動ド読みにしろ固定ド読みにしろ、対

応が難しいと思います。そのヒントを書いてみます。私自身も今のところこれはムリです。 

その方法とは直前の音からの距離で次の音の高さを見る。つまり移動ドで培った「音の距離」を直接譜面に見いだし

てしまう方法です。 

 

 

 

 

 

脈絡のない譜面の例。初見は困難。 

この方法は「度数」の知識が必要ですし、なかなか難しい技術ですが、絶対音感などの能力がない限りこの方法が一 

番可能性のある方法かなーと思います。 

 

以上で「初見で歌う」はおしまいです。初見力を養えば譜読みの段階から圧倒的に有利になれること間違いなしです。 

ぜひ練習してみてください。 
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［ ⑪補足：移動ド～ドの位置の見つけ方  ］ 

 

「初見で歌う」の補足です。移動ドで読む場合にどこの音を“ド”と読むのかの判別方法です。紛らわしさを回避するた

め、固定ドでの音名はＣＤＥＦＧＡＢＣで書きます。 

 

★ 無印の調  

つまりハ長調、そのままＣの音をドとゆめばＯＫです。   

 

 

★ シャープ系の調  

シャープの調号が付く調の場合の法則は… 一番右側のシャープの付く音が"シ" 

と覚えてください。ト音記号でも、ヘ音記号でも、このルールは共通です。 

◎シャープだから シと覚えればＯＫです。 

以下はシャープ系のドレミファソラシドの楽譜です。１オクターブの音域しか表示していませんが、もちろんこれよ

り上下の音域も同様です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シャープが７つの調は滅多に見かけないし、ハ長調とドレミファソラシドと読む音符の位置も一緒なので（最初がＣ♯

ではあるが）省略します。 

 

 

 

http://blog-imgs-49-origin.fc2.com/k/u/r/kurogomaetmikan/sharp.jpg


★ フラット系の調 

 

フラットの調号が付く調の場合の法則は…  一番右側のフラットの付く音が"ファ” 

と憶えて下さい。ト音記号でも、ヘ音記号でも、このルールは共通です。 

◎フラットだから ファと覚えればＯＫです。 

以下はフラット系のドレミファソラシドの楽譜です。１オクターブの音域しか表示していませんが、もちろんこれよ

り上下の音域も同様です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フラットが７つの調は滅多に見かけないし、ハ長調とドレミファソラシドと読む音符の位置も一緒なので（最初がＣ

♭ではあるが）省略します。 

 

★ 大事な注意 

 

譜例は載せましたが、実際に移動ドを考えるときはこの譜例を見ながら書き写すのではなく、自力で考えることを強

くオススメします。どうせ憶えることは 

 

★ 一番右側のシャープの付く音が"シ" 

★ 一番右側のフラットの付く音が"ファ” 

 

のたった 2つだけですし、譜例を見ながら書き写すとやはり身に付きませんから…是非移動ドを身につけて、サクサ

ク譜読みが出来る快感を味わってみてください。 

完 

2012.5.4 白井転記 
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